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第
九
十
号 

「天皇陛下の御誕生日をお祝いする 
愛知県民の集い」開催さる 

❏去る12月20日、日本女性の会愛知は１２月例会を開催。講師は、
日本女性の会大阪の丸山美和子さんが務められた。丸山さんは、
近畿地方において「憲法おしゃべりカフェ」に積極的に関わっておら
れ、その体験談などが報告された。また、恒例となった唱歌の合唱
は「富士山」が取り上げられ、参加者全員が声をそろえて合唱し終了
となった。 

日本女性の会愛知 
１２月例会報告 

❏去る12月23日、愛知県護国神
社隣の桜華会館において「天皇陛
下の御誕生日をお祝いする愛知
県民の集い」が開催された。第１
部奉祝式典に続き、第２部では、
「『象徴の務め』についてのお言葉
を拝して」と題した記念講演があり、
講師の鈴木由充氏（月刊祖 国と
青年編集長）は、お言葉の全文に
ついて詳しく解説された上で、電
撃的に報道したＮＨＫの姿勢につ
いても言及された。 

第
七
六
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

新
春
役
員
総
会 

第
七
七
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

第
一
四
回
日
本
の
建
国
を
祝
う
愛
知
県 

民
の
集
い 

第
七
八
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

日
本
女
性
の
会
愛
知
三
月
例
会 

第
七
九
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

「昭
和
天
皇
」上
映
会 

西
三
河
支
部
主 

催 第
八
十
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

第
一
二
回
愛
知
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム 

杉
田
水
脈
さ
ん
講
演
会 

知
多
支
部
主 

催 第
三
回
憲
法
改
正
推
進
会
議 

第
八
一
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

日
本
女
性
の
会
愛
知
六
月
例
会 

第
八
二
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

河
添
恵
子
さ
ん
講
演
会 

春
日
井
支
部 

主
催 

第
一
五
回
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展 

第
八
三
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

皇
太
子
殿
下
奉
迎 

皇
太
子
殿
下
奉
送 

英
霊
顕
彰
奉
仕
活
動 

多
久
善
郎
氏
講
演
会 

名
古
屋
東
部
支 

部
主
催 

第
八
四
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
県 

日
本
女
性
の
会
愛
知
九
月
例
会 

第
八
五
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
大
統
領
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ 

ン 細
川
珠
生
さ
ん
講
演
会 

第
八
六
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

天
皇
皇
后
両
陛
下
奉
迎 

天
皇
皇
后
両
陛
下
奉
送 

第
八
七
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕 

日
本
女
性
の
会
愛
知
十
二
月
例
会 

第
五
回
天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
を
お
祝
い 

す
る
愛
知
県
民
の
集
い 

一
月
一
〇
日
（日
） 

一
月
二
六
日
（火
） 

二
月
七
日
（日
） 

二
月
一
一
日
（木
） 
 

三
月
六
日
（日
） 

三
月
一
五
日
（火
） 

四
月
三
日
（日
） 

四
月
二
九
日
（金
） 

 

五
月
一
日
（日
） 

五
月
三
日
（火
） 

五
月
二
八
日
（土
） 

 

五
月
三
一
日
（火
） 

六
月
五
日
（日
） 

六
月
二
八
日
（火
） 

七
月
三
日
（日
） 

八
月
四
日
（木
） 

 

八
月
五
日
（金
） 

八
月
七
日
（日
） 

八
月
七
日
（日
） 

八
月
八
日
（月
） 

八
月
一
五
日
（月
） 

八
月
二
一
日
（日
） 

 

九
月
四
日
（日
） 

九
月
一
六
日
（金
） 

九
月
二
〇
日
（火
） 

十
月
二
日
（日
） 

十
月
一
一
日
（火
） 

 

十
一
月
五
日
（土
） 

十
一
月
六
日
（日
） 

十
一
月
一
六
日
（水
） 

十
一
月
一
八
日
（金
） 

十
二
月
四
日
（日
） 

十
二
月
二
〇
日
（火
） 

十
二
月
二
三
日
（金
） 

平成二十八年 日本会議愛知県本部 運動記録 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■２月５日（日）午前８時開始。 
■引き続き３月５日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★１月８日は１５名の参加でした。ありがとうございま
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （１月８日  奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十九年二月  
 

事
務
局
日
誌 

（十
二
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
二
十
四 

昨
年
五
月
下
旬
、
天
気
予
報
で
は
京
都
は

雨
予
報
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
何
と
か

降
ら
ず
に
、
逆
に
曇
っ
て
い
る
の
で
昨
日

ま
で
の
真
夏
日
に
比
べ
る
と
格
段
に
過
ご

し
や
す
い
絶
好
の
参
拝
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
哲
学
の
道
や
銀
閣

寺
よ
り
さ
ら
に
北
へ
三
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
曼
殊
院
宮
墓
地
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
北
白
川
へ
南
下
、
百
万
遍

付
近
へ
西
進
し
ま
す
。
ま
ず
京
都
駅
で
地

下
鉄
と
バ
ス
の
一
日
乗
車
券
を
購
入
、
地

下
鉄
烏
丸
線
で
一
気
に
終
点
の
国
際
会
館

ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
市
バ
ス
五

系
統
で
少
し
南
下
し
ま
す
。
六
つ
目
「
修

学
院
道
」
で
下
車
し
ま
し
た
。
修
学
院
離

宮
と
そ
の
南
隣
の
曼
殊
院
、
そ
の
間
に
曼

殊
院
宮
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
東
へ
向
か
っ

て
歩
い
て
い
く
途
中
、
素
盞
嗚
尊
を
ご
祭

神
と
し
て
祀
る
鷺
森
神
社
を
参
拝
し
ま
し

た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

次
は
一
キ
ロ
ほ
ど
南
西
方
向
に
歩
き
詩

仙
堂
の
す
ぐ
北
に
あ
る
林
丘
寺
宮
墓
地

を
参
拝
し
ま
し
た
。
こ
の
墓
地
は
、
霊

元
天
皇
皇
女
の
元
秀
女
王
墓
、
後
水
尾

天
皇
皇
女
の
元
瑶
内
親
王
墓
、
東
山
天

皇
皇
孫
女
の
元
敞
女
王
墓
で
す
。
合
掌
。 

っ
た
し
、
シ
ン
グ
ル
か
ら
ツ
イ
ン
に

サ
ー
ビ
ス
で
変
更
と
な
り
、
二
重
の
幸

運
を
得
た
。
夕
飯
を
浜
松
在
住
の
先
輩

夫
妻
に
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
昔
話
に
花

が
咲
い
た
。 

二
十
日
（
火
）
日
本
女
性
の
会
愛
知
十

二
月
例
会
に
参
加
。
日
本
女
性
の
会
大

阪
の
丸
山
美
和
子
さ
ん
よ
り
、
憲
法
に

つ
い
て
の
講
話
が
あ
っ
た
。 

二
十
一
日
（
水
）
「
も
う
ひ
と
つ
の
戦

争
展
」
企
画
会
議
に
参
加
。
明
年
の

テ
ー
マ
を
「
二
十
世
紀
に
お
け
る
共
産

主
義
出
現
と
台
頭
の
悲
劇
」
（
仮
題
）

と
決
定
。 

二
十
三
日
（
金
）
「
天
皇
陛
下
の
御
誕

生
日
を
お
祝
い
す
る
愛
知
県
民
の
集

い
」
を
開
催
。
月
刊
「
祖
国
と
青
年
」

編
集
長
の
鈴
木
由
充
氏
よ
り
、
天
皇
陛

下
の
お
言
葉
に
つ
い
て
の
講
演
を
お
聞

き
し
た
。 

終
了
後
、
有
志
に
て
直
会
。 

二
十
五
日
（
日
）
山
内
俊
佑
大
人
命
四

周
年
墓
前
祭
に
参
列
。
山
内
氏
に
は
、

晩
年
の
平
成
十
八
年
か
ら
二
十
四
年
の

六
年
間
に
亘
っ
て
、
物
心
両
面
の
支
援

を
い
た
だ
い
た
。
終
了
後
、
生
前
お
世

話
に
な
っ
た
仲
間
と
も
ど
も
、
直
会
を

兼
ね
「
偲
ぶ
会
」
を
開
催
。 

三
十
日
（
金
）
毎
年
恒
例
の
す
き
焼
き

大
会
を
、
愛
知
竹
田
研
究
会
運
営
委
員

と
開
催
。
会
場
は
我
が
事
務
所
に
て
。 

今
回
の
参
拝
は
こ
れ
で
終
了
で
す
。

こ
の
後
、
私
が
愛
用
し
て
い
る
「
ま

つ
ひ
ろ
商
店
」
と
い
う
お
店
の
が
ま

口
が
だ
い
ぶ
ん
く
た
び
れ
て
き
た
の

で
、
東
山
三
条
に
あ
る
お
店
に
行
き
、

新
し
い
も
の
を
購
入
し
て
か
ら
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。 

（
愛
知
県
本
部 

事
務
局 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

松
川
秀
康
） 

狭
い
な
が
ら
も
、
肩
寄
せ
合
い
な
が
ら
の
宴

は
、
実
に
楽
し
く
否
応
な
が
ら
も
盛
り
上
が

り
、
深
夜
に
及
ん
だ
。 

十
七
日
（
土
）
所
要
で
浜
松
へ
。
宿

泊
は
、
天
皇
陛
下
が
お
泊
り
に
な
る

由
緒
あ
る
「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜

松
」
。
ネ
ッ
ト
予
約
で
格
安
料
金
だ 

白
川
通
ま
で
戻
り
、
一
乗
寺
下
り
松
バ

ス
停
で
乗
車
、
北
白
川
別
当
町
で
下
車
。

こ
こ
は
山
中
越
え
と
呼
ば
れ
る
大
津
市

ま
で
抜
け
る
峠
越
え
道
の
入
り
口
に
当

た
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
住
宅
地
の

中
に
、
後
伏
見
天
皇
十
九
世
皇
孫
の
智

成
親
王
墓
と
聖
護
院
宮
墓
地
が
峠
越
え

道
を
挟
ん
で
二
箇
所
に
分
か
れ
て
あ
り

ま
す
。
合
掌
。 

さ
て
今
度
は
、
北
白
川
仕
伏
町
バ
ス
停

で
乗
車
し
百
万
遍
バ
ス
停
で
下
車
し
ま

す
。
平
日
の
お
昼
時
と
あ
っ
て
百
万
遍

の
交
差
点
付
近
は
京
都
大
学
の
学
生
た

ち
が
い
っ
ぱ
い
歩
い
て
い
ま
し
た
。
交

差
点
の
北
東
角
に
百
万
遍
の
地
名
の
由

来
で
も
あ
る
浄
土
宗
七
大
本
山
の
寺
院
、

百
万
遍
知
恩
寺
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
境

内
に
あ
る
墓
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
あ
る
後
西
天
皇
皇
子
の
凉
月
院
墓
、

後
西
天
皇
皇
女
の
萬
宮
墓
、
同
じ
く
後

西
天
皇
皇
女
の
香
久
宮
墓
を
参
拝
し
ま

し
た
。
合
掌
。 

知
恩
寺
を
出
て
今
出
川
通
を
東
へ
二
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
く
と
そ
こ
に
は
後
二

条
天
皇
の
北
白
河
陵
と
後
二
条
天
皇
皇

子
の
邦
良
親
王
墓
が
並
ん
で
あ
り
ま
す
。

約
二
年
ぶ
り
の
参
拝
で
す
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

三
十
一
日
（
土
）
全
て
の
業
務
を
終
了
。
本

年
は
充
実
し
た
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。 

こ
れ
も
偏
に
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
の
賜
物

と
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

十
一
日
（
日
）
友
人
の
結
婚
式
参
列

の
た
め
、
初
め
て
上
賀
茂
神
社
を
訪

れ
た
。
世
界
遺
産
の
社
殿
は
、
工
事

中
に
つ
き
拝
観
が
叶
わ
な
か
っ
た
が
、

境
内
を
ゆ
っ
く
り
と
散
策
で
き
た
。 

 
 
 
 
↓

 

上
賀
茂
神
社
御
神
馬 

百
万
遍
の
交
差
点
ま
で
戻
り
東
大
路

を
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
下
し
た
西

側
に
は
、
醍
醐
天
皇
皇
孫
の
慶
頼
王

墓
が
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。

そ
し
て
少
し
北
へ
歩
い
た
と
こ
ろ
に

は
村
上
天
皇
の
安
子
皇
后
の
火
葬
塚

が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

そ
し
て
曼
殊
院
宮
墓
地
へ
。
こ
の
墓
地
に

は
後
奈
良
天
皇
皇
子
の
覚
恕
親
王
墓
、
正

親
町
天
皇
皇
孫
の
良
恕
親
王
墓
、
正
親
町

天
皇
皇
曾
孫
の
良
尚
親
王
墓
、
後
陽
成
天

皇
皇
子
の
良
応
親
王
墓
、
東
山
天
皇
皇
曾

孫
の
精
宮
墓
、
後
伏
見
天
皇
十
九
世
皇
孫

の
譲
仁
親
王
墓
、
東
山
天
皇
皇
玄
孫
の
富

宮
墓
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 


